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国⽴⼤学法⼈北海道教育⼤学の平成25年度に
係る業務の実績に関する評価結果 概要

項⽬別評価

(1) 業務運営の改善及び効率化に関する⽬標

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる
【注⽬される事項】

北海道教育委員会との連携を含めた教員養成機能
強化に向けた取組を実施するために、⼤学の教員養
成改⾰構想を「北海道教育⼤学教員養成改⾰の基本
⽅針」として取りまとめるとともに、本改⾰構想を
具体化するために「教員養成改⾰推進本部」を設置
しているほか、⼤学独⾃のテニュアトラック制度を
導⼊し、教員の多様性と質の確保を図っている。

(2) 財務内容の改善に関する⽬標

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

(3) ⾃⼰点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に
関する⽬標

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

(4) その他業務運営に関する重要⽬標

中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる
【注⽬される事項（抜粋）】

公的研究費の不正使⽤防⽌に係る取組として、平成
25年度から「公的研究費の不正使⽤防⽌に関する説
明会」を全教員が受講するよう義務付け、出席しない
教員には次年度の競争的資⾦等の申請・使⽤を認めな
いこととし、学内予算においても教員研究費を⼀切配
分しないこととしているほか、公的研究費を含めたす
べての研究費に関して不正使⽤を⾏わない旨の包括的
な「誓約書」を全教員から提出させている。

Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況

Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況
【注⽬される事項（抜粋）】

教員養成機能の充実・強化を図るための抜本的な改
⾰の⼀環として、国際地域学科、芸術・スポーツ⽂化
学科の改組案（４課程を１課程２学科に改組）を取り
まとめ、平成26 年度から全国に先駆けて｢新課程｣を
発展的に解消することとしている。

全体評価
【参考】 本学の基本的⽬標（中期⽬標 前⽂）
－⼈が⼈を育てる北海道教育⼤学－

「北海道教育⼤学憲章」のもと，第⼀期中期⽬標期
間の「⼤学再編」の成果と課題を踏まえ，学⼠課程及
び修⼠課程の学位の質を保証する教育体制を実現する。
そのために教員組織の抜本的改⾰，カリキュラム改⾰，
⼤学院改⾰を進め，学校現場や地域の課題につながる
実践的な研究を推進するとともに，学⽣⽀援を充実さ
せ，「常に学⽣を中⼼とした（Students-first）」⼤
学を⽬指す。

また，本学は次の５点に重点を置き，教育⼤学とし
ての特⾊化を図る。
・教職⼤学院をはじめとして，教育に関する⾼度な専
⾨的職業⼈と⼈間地域科学・芸術・スポーツに関す
る専⾨的知識技能を持ち幅広い教養を備えた職業⼈
の養成を⽬指す。

・へき地・⼩規模校教育など学校現場や地域の課題の
解決となる教育研究を重点的に進めることにより，
国際的にも意義のある教育研究を実現する。

・地域の教育研究の拠点として，教育委員会等と連携
し，教員免許状更新講習・地域連携事業等を積極的
に推進し，「北海道になくてはならない⼤学」を⽬
指す。

・国際化を経営戦略の⼀つの柱として位置づけ，学⽣
の海外教育プログラムを開発し，留学⽣の積極的な
受⼊れ，教育研究交流を組織的に進めるとともに，
理数科教育等での国際協⼒事業を推進する。

・⼤学と⼀体となった附属学校の運営を推進し，学⽣
の教育研究の場として積極的に活⽤するとともに，
先導的・実験的な教育研究を実現する。

学⻑のリーダーシップの下、教員養成課
程改⾰の⼀環として、学科設置による「新
課程」の発展的解消や、「へき地・⼩規模
校教育」等の地域貢献プロジェクトを推進
するなど、「法⼈の基本的な⽬標」に沿っ
て計画的に取り組んでいることが認められ
る。

「戦略的・意欲的な計画」

第２期中期⽬標期間において、教員養成
の質の向上を図るための教育学部の抜本的
組織改⾰を⽬指した戦略的・意欲的な計画
（平成25 年度に中期計画を変更）を定めて
積極的に取り組んでおり、平成25 年度にお
いては、教員養成機能の強化を図るため、
学⽣の質の確保の観点から検討を重ね、平
成26 年度から｢新課程｣の⼊学定員を減じた
上で、「学科」に改組するとともに、実践
型カリキュラムへの転換に向けた取組を推
進している。

教員養成の質の向上を図るための教育
学部の抜本的組織改⾰を⽬指した計画。

認定された「戦略的・意欲的な計画」


